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【主な項目】
令和３年度 7月１日専決補正予算審議報告令和３年度 7月１日専決補正予算審議報告

令和３年 第５回定例会報告令和３年 第５回定例会報告 議長　奥野　正司
　令和３年第５回永平寺町議会定例会は、８月30日（月）から９月17日（㈮）まで19日間開催されました。
審議された内容は次のとおりです。

1,401万円1,401万円

専決補正予算

総額総額
衆議院議員総選挙システム導入費 460万円
集団接種会場増設費 712万円

【主な項目】
令和３年度 7月２１日専決補正予算審議報告令和３年度 7月２１日専決補正予算審議報告

111万円111万円

専決補正予算

総額総額四季の森敷地内排水管つまりによる施設内浸水復旧費 110万円

【主な項目】
令和３年度 ８月10日専決補正予算審議報告令和３年度 ８月10日専決補正予算審議報告

永平寺町みんなのスタンプラリー（第３弾）事業補助金 2,418万円
永平寺町経営環境改善支援補助金 1,500万円

3,918万円3,918万円

専決補正予算

総額総額

【主な項目】
令和３年度 一般会計補正予算審議報告令和３年度 一般会計補正予算審議報告

新型コロナウィルス感染症対策事業

新型コロナウィルス感染症対策啓発物製作費 81万円

2,002万円2,002万円
永平寺町事業継続応援給付金

2,685万円2,685万円

上水道基本料、メーター貸付料
減免負担金（9月～11月検針分） 175万円175万円

子ども見守り宅食支援事業補助金

3,500万円3,500万円

幼児園幼稚園リフレッシュ
松岡東幼児園擁壁補強工事 181万円181万円

公共施設バリアフリー化推進費
178万円178万円

道路除排雪機械整備費補助金

114万円114万円
老朽空き家（５件分）解体撤去事業補助金

50万円50万円

生ごみ処理機購入補助金（２件）アーティスト滞在型活動
支援事業補助金 4万円4万円

一般会計補正予算

万
円
万
円1億1,6911億1,691総

額
総
額

後期高齢者医療特別会計

50万円50万円

農業集落排水事業特別会計

▲429万円▲429万円

下水道事業特別会計

▲1,373万円▲1,373万円

減免還付金減免還付金 台帳作成費振替台帳作成費振替 台帳作成費振替台帳作成費振替

五領川公共下水道事業事務組合共同化取組・下水道台帳整備負担金 1,385万円
県単土地改良事業割当額増額補正 700万円
上志比デイサービスセンターボイラー老朽化地下タンク撤去および設置工事 239万円
松岡福祉総合センター自動火災報知機取り換え 220万円
環境保全型農業直接支払対策事業補助金増額補正 63万円
子育て支援夜間・短期入所保育事業委託料増額補正 17万円
防犯カメラ設置補助金増額補正（6件→７件） 11万円

答
　
県
の
補
助
額
は
１
か
月
に
10
万
円
で
、
今

年
の
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
で
50
％

減
少
の
対
象
に
な
れ
ば
対
象
と
な
る
月
す
べ

て
、
最
大
６
か
月
、
60
万
円
支
給
さ
れ
る
。
県

に
申
請
し
て
い
な
い
場
合
も
、
売
上
減
少
が
確

認
で
き
れ
ば
町
か
ら
交
付
可
能
。

◆
建
設
課

問
　
小
型
除
雪
機
は
申
請
多
数
と
の

こ
と
だ
が
、
申
請
す
れ
ば
ほ
ぼ
採
択

さ
れ
る
の
か
。

答
　
今
年
度
に
お
い
て
今
の
と
こ
ろ

新
た
な
申
請
は
な
い
。
申
請
が
あ
っ
た
な
か
で

１
社
は
過
去
に
実
績
が
な
い
た
め
購
入
で
は
な

く
、
リ
ー
ス
車
を
貸
し
出
す
こ
と
に
し
た
。

問
　
旧
県
営
住
宅
の
管
理
者
は
誰
か
。
ま
た
、

他
に
同
様
の
事
例
は
な
い
か
。

答
　
建
物
は
町
の
所
有
と
な
る
。
石
舟
地
区
に

１
棟
残
っ
て
い
る
。

問
　
旧
県
営
住
宅
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
借
地

料
を
支
払
っ
て
い
た
の
か
。

答
　
土
地
は
返
却
済
で
支
払
っ
て
い
な
い
。

◆
上
下
水
道
課

問
　
五
領
川
公
共
下
水
道
事
務
組
合
負
担
金
は

な
ぜ
４
４
０
万
強
の
減
額
に
な
る
の
か
。

答
　
町
単
独
で
予
定
し
て
い
た
下
水
道
台
帳
整

備
事
業
を
組
合
合
同
で
行
う
こ
と
で
国
の
補
助

対
象
に
な
る
。

問
　
職
員
育
成
の
た
め
に
派
遣
を
し
た
ほ
う
が

良
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答
　
以
前
は
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
現
在

は
職
員
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
話
し
合
っ
て
い

る
。

◆
福
祉
保
健
課

問
　
子
ど
も
見
守
り
宅
食
事
業
の
実

施
団
体
が
増
え
た
こ
と
で
、
対
象
地

域
は
拡
大
す
る
の
か
。

答
　
今
ま
で
の
団
体
は
上
志
比
地

区
、
新
団
体
は
松
岡
中
心
と
一
部
永
平
寺
地
区

で
活
動
す
る
が
、
明
確
に
す
み
分
け
す
る
も
の

で
は
な
い
。

問
　
子
ど
も
を
見
守
る
た
め
、
団
体
の
役
割
や

行
政
と
の
連
携
に
つ
い
て
説
明
を
求
む
。

答
　
地
域
の
方
が
、
食
事
配
食
や
学
習
支
援
を

通
し
て
、
子
ど
も
の
異
常
に
気
付
い
た
ら
報
告

を
い
た
だ
く
。
そ
の
後
、
専
門
機
関
が
動
く
こ

と
に
な
る
。

問
　
老
朽
化
し
た
地
下
タ
ン
ク
は
、
上
志
比
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
他
に
も
あ
る
の
か
。

答
　
福
祉
保
健
課
所
管
の
施
設
で
は
、
松
岡
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
永
寿
苑
に
あ
る
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
東
幼
児
園
は
擁
壁
工
事
を
行
う
こ
と
で
、

住
民
の
避
難
所
に
な
る
の
か
。

答
　
こ
の
擁
壁
は
、
議
会
の
要
望
で
再
調
査

し
、
河
岸
浸
食
へ
の
対
応
も
含
め
て
補
強
す

る
。
河
川
氾
濫
に
対
し
早
め
早
め
の
避
難
も
重

要
と
な
る
の
で
、
近
く
の
民
間
施
設
と
避
難
所

の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

主
な
質
疑
応
答

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

◆
総
務
課

問
　
定
年
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
具
体

的
に
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
示
し
て

欲
し
い
。

答
　
今
回
新
た
に
制
度
設
計
す
る
も
の

で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
制
度
設
計
に
す

る
か
作
業
を
進
め
て
い
く
。

問
　
最
近
、
定
年
延
長
が
70
歳
と
聞

く
。
国
の
方
針
と
町
の
基
本
的
な
方
向

性
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答
　
定
年
延
長
が
70
歳
ま
で
と
は
う
た

わ
れ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
65
歳
。

当
町
と
し
て
は
２
年
毎
に
１
歳
ず
つ
、

65
歳
ま
で
引
き
上
げ
て
い
く
。

問
　
定
年
延
長
の
制
度
設
計
を
業
者
に

委
託
す
る
と
い
う
が
、
ど
の
部
分
を
委

託
す
る
の
か
。

答
　
当
町
の
現
状
に
合
わ
せ
て
ど
の
よ

う
な
制
度
設
計
が
必
要
か
を
専
門
の
コ

ン
サ
ル
に
依
頼
し
つ
つ
、
関
係
省
庁
・

各
自
治
体
の
情
報
を
取
り
入
れ
な
が
ら

条
例
制
定
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

問
　
公
共
施
設
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
年
次
計
画
は
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
所
管
課
が

把
握
し
て
い
る
。
必
要
な

場
所
は
順
次
工
事
を
行
う
よ
う
所
管
課

で
計
画
す
る
。

問
　
本
庁
、
福
祉
保
健
課
入
口
に
は
手

す
り
が
あ
る
が
、
窓
口
と
し
て
あ
る
と

こ
ろ
に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
施
設
の
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
も
あ

る
。
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
が
必

要
。

問
　
松
岡
公
民
館
で
は
障
が
い
者
用
の

ト
イ
レ
等
の
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
た
が
、

本
庁
の
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
は
分
か
り

や
す
く
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
本
庁
の
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
は
車

椅
子
用
の
ト
イ
レ
と
合
わ
せ
て
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
の
設
備
も
整
っ
た
ト
イ
レ
を
設

置
し
て
い
る
。問

　
今
後
準
老
朽
空
き
家

の
解
体
は
増
加
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
が
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答
　
準
老
朽
空
き
家
が
２
件
か
ら
４
件

追
加
の
６
件
、
老
朽
に
な
る
前
の
準
老

朽
空
き
家
は
今
後
増
加
す
る
と
予
測
し

て
お
り
、
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
き

た
い
。

問
　
空
き
家
解
体
後
更
地
に
す
る
と
固

定
資
産
税
が
上
が
る
。
壊
し
た
く
て
も

解
体
を
や
め
る
場
合
が
あ
る
。
固
定
資

産
税
の
減
免
と
ま
で
は
い
わ
な
い
が
優

遇
措
置
を
検
討
し
て
は
。

答
　
空
き
家
の
解
体
に
つ
い
て
60
坪
程

度
ま
で
の
場
合
、
住
宅
が
１
件
建
っ
て

い
る
と
評
価
額
の
６
分
の
１
に
な
り
、

15
・
６
％
が
課
税
標
準
額
と
な
る
。
更

地
に
す
る
と
評
価
額
の
70
％
と
な
り
土

地
だ
け
で
約
4.2
倍
に
な
る
。
特
定
空
き

家
に
認
定
さ
れ
る
と
空
き
地
と
同
じ
税

率
に
な
る
。
優
遇
制
度
に
つ
い
て
は
特

定
住
宅
制
度
が
あ
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
感
染
啓
発
横

断
幕
な
ど
設
置
個
所
の
詳

細
は
。
災
害
時
の
「
無
事

旗
」
の
よ
う
に
ス
テ
ッ
カ

ー
な
ど
全
戸
配
布
で
き
な
い
か
。

答
　
横
断
幕
は
住
民
に
見
え
る
位
置
に

設
置
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
使
用
し

て
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
図
り
た
い
。

各
家
庭
に
と
い
う
と
こ
ろ
は
検
討
す

る
。

◆
商
工
観
光
課

問
　
中
小
企
業
事
業
継
続

支
援
金
の
県
補
助
申
請
と

町
補
助
の
流
れ
は
。

答
　
申
請
の
流
れ
は
今
要

綱
を
作
成
中
だ
が
、
県
に
申
請
↓
県
が

交
付
↓
通
帳
等
に
て
交
付
確
認
に
よ
り

町
が
交
付
。
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い

る
。

問
　
県
の
補
助
額
は
１
件
に
対
し
て
い

く
ら
か
。
県
に
申
請
で
き
な
い
事
業
者

へ
町
独
自
の
施
策
は
。

共生

空き家

コロナコロナ
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報告第２号
令和２年度財政健全化判断比率等の報告について 報告
諮問第２号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
諮問第３号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
承認第３号
手数料徴収条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について 承認
承認第10号
令和３年度一般会計補正予算の専決処分の承認について 承認
承認第11号
令和３年度一般会計補正予算の専決処分の承認について 承認
承認第12号
令和３年度一般会計補正予算の専決処分の承認について 承認
承認第14号
令和３年度一般会計補正予算の専決処分の承認について 承認

第４回定例会議案

議案第73号
損害賠償の額を定めることについて 可決
議案第74号
損害賠償の額を定めることについて 可決
議案第68号
令和３年度一般会計補正予算について 可決
議案第69号
令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算について 可決
議案第70号
令和３年度下水道事業特別会計補正予算について 可決
議案第71号
令和３年度農業集落排水事業特別会計補正予算について 可決
議案第72号
令和３年度上水道事業会計補正予算について 可決
請願第１号　新型コロナ禍による米の需給悪化の改善
と米価下落の歯止め策を求める請願書について 否決

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（奥野正司）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 江守 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 議案第68号 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛
 請願第１号 賛 賛 反 賛 賛 反 反 反 賛 反 反 反 反

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等14件については全員賛成です。

反
対
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
住
民
生
活
を
守
る
た
め
の
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
町
内
各
事
業
者
へ

の
支
援
金
、
上
水
道
基
本
料
金
の
減

免
等
、
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
東
幼
児
園
擁
壁
補
強
工
事
で
は

な
く
、
立
地
の
安
全
面
（
九
頭
竜
川

の
浸
食
地
区
）
か
ら
再
考
を
主
張
し

て
き
た
。
安
全
向
上
の
補
強
で
あ
る

が
、
松
岡
地
区
３
園
の
再
編
で
は
場

所
移
転
（
よ
り
安
全
面
利
便
性
利
便

面
か
ら
）
を
基
本
と
し
て
い
る
た
め

反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
江
守
　
　
勲

　
こ
の
補
正
予
算
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
・
視
覚
障
が
い
者
用
床
タ
イ
ル
な

ど
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

子
ど
も
見
守
り
宅
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

住
民
福
祉
に
直
結
す
る
予
算
。
ま

た
、
松
岡
東
幼
児
園
の
擁
壁
補
強
工

事
は
、
行
政
と
１
つ
１
つ
丁
寧
に
議

論
し
議
会
意
見
と
し
て
更
な
る
安
全

確
保
の
予
算
で
あ
り
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
　
　
　
長
岡
千
惠
子

　
松
岡
東
幼
児
園
に
入
園
希
望
者
が

少
な
い
の
は
、
０
歳
児
の
受
入
を
し

て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
東
幼
児
園

の
立
地
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
近
く
に
避
難
場
所
を
確
保

し
た
こ
と
は
前
進
。
行
政
も
安
全
性

に
不
安
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
現

状
、
在
園
児
が
い
る
の
で
今
回
の
擁

壁
補
強
工
事
は
必
要
と
思
う
が
、
補

強
工
事
で
は
な
く
園
そ
の
も
の
の
移

転
が
必
要
と
考
え
反
対
。

賛
成
討
論
　
　
　
川
崎
　
直
文

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

と
し
て
、
予
防
の
啓
発
、
売
上
げ
が

減
少
し
た
事
業
者
へ
の
支
援
、
町
民

の
生
活
支
援
の
上
水
道
基
本
料
金
の

減
免
は
継
続
し
て
実
施
す
べ
き
。

　
松
岡
東
幼
児
園
の
擁
壁
補
強
工
事

の
ル
ー
ト
パ
イ
ル
工
法
、
追
加
の
石

積
部
の
も
た
れ
式
工
法
は
適
切
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
工
事
は

早
期
に
実
施
す
べ
き
。

　
こ
れ
ら
を
計
上
し
た
補
正
予
算
に

つ
い
て
賛
成
。

賛
成
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
米
価
暴
落
の
こ
の
時
に
、
農
業
５

団
体
が
国
に
要
求
し
て
い
る
か
ら
、

他
に
国
へ
の
意
見
な
ど
必
要
な
い
と

か
、
こ
ん
な
時
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
米

の
輸
入
は
止
め
ろ
と
。
外
交
問
題
に

口
出
し
す
る
こ
と
は
地
方
に
認
め
ら

れ
な
い
な
ど
、
議
会
の
保
守
系
は
言

う
が
、
こ
の
大
変
な
時
に
あ
れ
こ
れ

言
い
、
代
案
も
示
さ
ず
に
否
決
と
は

ひ
ど
い
話
だ
。

　
米
価
暴
落
へ
国
の
対
策
を
求
め
る

請
願
に
は
賛
成
だ
。

反
対
討
論
　
　
　
川
崎
　
直
文

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
米
の
需
要
減
対
策
や
国
際
的

な
約
束
に
基
づ
き
20
年
以
上
前
か
ら

輸
入
し
て
い
る
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

米
の
輸
入
数
量
の
調
整
に
つ
い
て

は
、
国
策
と
し
て
国
が
適
切
に
対
応

す
べ
き
も
の
で
、
議
会
と
し
て
意
見

す
べ
き
で
な
い
。
不
採
択
と
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
は
、
経

済
に
影
響
し
種
々
の
支
援
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。
米
価
は
暴
落
し
農

業
者
経
営
は
窮
迫
し
て
い
る
。
米
農

家
の
救
済
と
地
域
経
済
面
か
ら
も
、

国
内
産
米
優
先
の
米
政
策
が
必
要
。

米
需
要
の
消
滅
に
よ
り
過
剰
在
庫
の

買
い
入
れ
、
生
産
調
整
の
回
避
、
買

い
上
げ
米
の
生
活
困
窮
者
へ
の
食
料

支
援
の
活
用
を
求
め
る
請
願
に
賛
成

す
る
。

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
68
号

議
案
第
68
号

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の
需
給

悪
化
の
改
善
と
米
価
下
落
の
歯
止

め
策
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の
需
給

悪
化
の
改
善
と
米
価
下
落
の
歯
止

め
策
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

請
願
第
１
号

請
願
第
１
号

答
　
県
の
補
助
額
は
１
か
月
に
10
万
円
で
、
今

年
の
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
で
50
％

減
少
の
対
象
に
な
れ
ば
対
象
と
な
る
月
す
べ

て
、
最
大
６
か
月
、
60
万
円
支
給
さ
れ
る
。
県

に
申
請
し
て
い
な
い
場
合
も
、
売
上
減
少
が
確

認
で
き
れ
ば
町
か
ら
交
付
可
能
。

◆
建
設
課

問
　
小
型
除
雪
機
は
申
請
多
数
と
の

こ
と
だ
が
、
申
請
す
れ
ば
ほ
ぼ
採
択

さ
れ
る
の
か
。

答
　
今
年
度
に
お
い
て
今
の
と
こ
ろ

新
た
な
申
請
は
な
い
。
申
請
が
あ
っ
た
な
か
で

１
社
は
過
去
に
実
績
が
な
い
た
め
購
入
で
は
な

く
、
リ
ー
ス
車
を
貸
し
出
す
こ
と
に
し
た
。

問
　
旧
県
営
住
宅
の
管
理
者
は
誰
か
。
ま
た
、

他
に
同
様
の
事
例
は
な
い
か
。

答
　
建
物
は
町
の
所
有
と
な
る
。
石
舟
地
区
に

１
棟
残
っ
て
い
る
。

問
　
旧
県
営
住
宅
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
借
地

料
を
支
払
っ
て
い
た
の
か
。

答
　
土
地
は
返
却
済
で
支
払
っ
て
い
な
い
。

◆
上
下
水
道
課

問
　
五
領
川
公
共
下
水
道
事
務
組
合
負
担
金
は

な
ぜ
４
４
０
万
強
の
減
額
に
な
る
の
か
。

答
　
町
単
独
で
予
定
し
て
い
た
下
水
道
台
帳
整

備
事
業
を
組
合
合
同
で
行
う
こ
と
で
国
の
補
助

対
象
に
な
る
。

問
　
職
員
育
成
の
た
め
に
派
遣
を
し
た
ほ
う
が

良
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答
　
以
前
は
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
現
在

は
職
員
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
話
し
合
っ
て
い

る
。

◆
福
祉
保
健
課

問
　
子
ど
も
見
守
り
宅
食
事
業
の
実

施
団
体
が
増
え
た
こ
と
で
、
対
象
地

域
は
拡
大
す
る
の
か
。

答
　
今
ま
で
の
団
体
は
上
志
比
地

区
、
新
団
体
は
松
岡
中
心
と
一
部
永
平
寺
地
区

で
活
動
す
る
が
、
明
確
に
す
み
分
け
す
る
も
の

で
は
な
い
。

問
　
子
ど
も
を
見
守
る
た
め
、
団
体
の
役
割
や

行
政
と
の
連
携
に
つ
い
て
説
明
を
求
む
。

答
　
地
域
の
方
が
、
食
事
配
食
や
学
習
支
援
を

通
し
て
、
子
ど
も
の
異
常
に
気
付
い
た
ら
報
告

を
い
た
だ
く
。
そ
の
後
、
専
門
機
関
が
動
く
こ

と
に
な
る
。

問
　
老
朽
化
し
た
地
下
タ
ン
ク
は
、
上
志
比
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
他
に
も
あ
る
の
か
。

答
　
福
祉
保
健
課
所
管
の
施
設
で
は
、
松
岡
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
永
寿
苑
に
あ
る
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
東
幼
児
園
は
擁
壁
工
事
を
行
う
こ
と
で
、

住
民
の
避
難
所
に
な
る
の
か
。

答
　
こ
の
擁
壁
は
、
議
会
の
要
望
で
再
調
査

し
、
河
岸
浸
食
へ
の
対
応
も
含
め
て
補
強
す

る
。
河
川
氾
濫
に
対
し
早
め
早
め
の
避
難
も
重

要
と
な
る
の
で
、
近
く
の
民
間
施
設
と
避
難
所

の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

主
な
質
疑
応
答

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

◆
総
務
課

問
　
定
年
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
具
体

的
に
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
示
し
て

欲
し
い
。

答
　
今
回
新
た
に
制
度
設
計
す
る
も
の

で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
制
度
設
計
に
す

る
か
作
業
を
進
め
て
い
く
。

問
　
最
近
、
定
年
延
長
が
70
歳
と
聞

く
。
国
の
方
針
と
町
の
基
本
的
な
方
向

性
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答
　
定
年
延
長
が
70
歳
ま
で
と
は
う
た

わ
れ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
65
歳
。

当
町
と
し
て
は
２
年
毎
に
１
歳
ず
つ
、

65
歳
ま
で
引
き
上
げ
て
い
く
。

問
　
定
年
延
長
の
制
度
設
計
を
業
者
に

委
託
す
る
と
い
う
が
、
ど
の
部
分
を
委

託
す
る
の
か
。

答
　
当
町
の
現
状
に
合
わ
せ
て
ど
の
よ

う
な
制
度
設
計
が
必
要
か
を
専
門
の
コ

ン
サ
ル
に
依
頼
し
つ
つ
、
関
係
省
庁
・

各
自
治
体
の
情
報
を
取
り
入
れ
な
が
ら

条
例
制
定
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

問
　
公
共
施
設
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
年
次
計
画
は
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
所
管
課
が

把
握
し
て
い
る
。
必
要
な

場
所
は
順
次
工
事
を
行
う
よ
う
所
管
課

で
計
画
す
る
。

問
　
本
庁
、
福
祉
保
健
課
入
口
に
は
手

す
り
が
あ
る
が
、
窓
口
と
し
て
あ
る
と

こ
ろ
に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
施
設
の
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
も
あ

る
。
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
が
必

要
。

問
　
松
岡
公
民
館
で
は
障
が
い
者
用
の

ト
イ
レ
等
の
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
た
が
、

本
庁
の
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
は
分
か
り

や
す
く
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
本
庁
の
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
は
車

椅
子
用
の
ト
イ
レ
と
合
わ
せ
て
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
の
設
備
も
整
っ
た
ト
イ
レ
を
設

置
し
て
い
る
。問

　
今
後
準
老
朽
空
き
家

の
解
体
は
増
加
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
が
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答
　
準
老
朽
空
き
家
が
２
件
か
ら
４
件

追
加
の
６
件
、
老
朽
に
な
る
前
の
準
老

朽
空
き
家
は
今
後
増
加
す
る
と
予
測
し

て
お
り
、
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
き

た
い
。

問
　
空
き
家
解
体
後
更
地
に
す
る
と
固

定
資
産
税
が
上
が
る
。
壊
し
た
く
て
も

解
体
を
や
め
る
場
合
が
あ
る
。
固
定
資

産
税
の
減
免
と
ま
で
は
い
わ
な
い
が
優

遇
措
置
を
検
討
し
て
は
。

答
　
空
き
家
の
解
体
に
つ
い
て
60
坪
程

度
ま
で
の
場
合
、
住
宅
が
１
件
建
っ
て

い
る
と
評
価
額
の
６
分
の
１
に
な
り
、

15
・
６
％
が
課
税
標
準
額
と
な
る
。
更

地
に
す
る
と
評
価
額
の
70
％
と
な
り
土

地
だ
け
で
約
4.2
倍
に
な
る
。
特
定
空
き

家
に
認
定
さ
れ
る
と
空
き
地
と
同
じ
税

率
に
な
る
。
優
遇
制
度
に
つ
い
て
は
特

定
住
宅
制
度
が
あ
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
感
染
啓
発
横

断
幕
な
ど
設
置
個
所
の
詳

細
は
。
災
害
時
の
「
無
事

旗
」
の
よ
う
に
ス
テ
ッ
カ

ー
な
ど
全
戸
配
布
で
き
な
い
か
。

答
　
横
断
幕
は
住
民
に
見
え
る
位
置
に

設
置
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
使
用
し

て
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
図
り
た
い
。

各
家
庭
に
と
い
う
と
こ
ろ
は
検
討
す

る
。

◆
商
工
観
光
課

問
　
中
小
企
業
事
業
継
続

支
援
金
の
県
補
助
申
請
と

町
補
助
の
流
れ
は
。

答
　
申
請
の
流
れ
は
今
要

綱
を
作
成
中
だ
が
、
県
に
申
請
↓
県
が

交
付
↓
通
帳
等
に
て
交
付
確
認
に
よ
り

町
が
交
付
。
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い

る
。

問
　
県
の
補
助
額
は
１
件
に
対
し
て
い

く
ら
か
。
県
に
申
請
で
き
な
い
事
業
者

へ
町
独
自
の
施
策
は
。

防災

コロナ
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総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
　
委
員
長
　
酒
井
　
秀
和

　
９
月
13
日
に
開
催
し
、
次
の
内
容

を
慎
重
に
審
議
し
た
。

１
　
本
定
例
会
委
員
会
付
託
議
案

（
２
件
）

陳
情
第
１
号

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て

【
意
見
書
趣
旨
】

　
２
０
２
２
年
度
の
政
府
予
算
、
地

方
財
政
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
新
た
な
行
政
需
要
な
ど
も
把

握
し
な
が
ら
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確

に
見
積
も
り
、
地
方
財
政
の
確
立
を

め
ざ
す
よ
う
政
府
に
対
し
意
見
書
の

提
出
を
陳
情
す
る
も
の

【
主
な
意
見
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
即
時
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、

通
常
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
、
地
方
の
財
源
確
保
を

求
め
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。

【
採
択
の
結
果
】

全
員
賛
成
で
採
択

請
願
第
１
号

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
コ
メ
の
需
給

悪
化
の
改
善
と
米
価
下
落
の
歯
止
め

策
を
求
め
る
請
願
書

【
意
見
書
趣
旨
】

　
米
価
下
落
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
過

剰
在
庫
は
国
が
責
任
を
も
っ
て
対
策

を
取
る
こ
と
が
必
要
で
、
国
内
需
給

に
不
要
な
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の

輸
入
数
量
調
整
が
必
要
な
こ
と
か
ら

政
府
関
係
機
関
に
請
願
す
る
も
の

【
主
な
意
見
】

　
農
業
者
の
経
営
と
地
域
経
済
を
守

る
施
策
は
米
価
下
落
の
解
消
だ
け
で

な
く
、
農
業
の
生
産
基
盤
強
化
や
担

い
手
の
創
出
な
ど
幅
広
く
有
効
な
施

策
が
必
要
で
あ
る
。
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク

セ
ス
米
は
外
交
が
伴
う
国
策
で
あ
り

町
議
会
の
権
限
に
は
属
さ
な
い
。

【
採
択
の
結
果
】

賛
成
１
名
、
反
対
５
名
で
不
採
択

２
　
そ
の
他
協
議
事
項

①
実
災
害
時
の
議
会
対
応
に
つ
い
て

　
災
害
対
策
支
援
本
部
は
災
害
が
発

生
し
、
議
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合

に
設
置
す
る
。

　
当
委
員
会
は
定
例
会
開
催
中
の
９
月
13

日
、
全
員
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　
感
染
再
拡
大
の
中
、
学
校
の
夏
休
み
明

け
と
な
り
、
緊
急
の
案
件
と
し
て
町
の
取

り
組
み
を
確
認
す
る
た
め
、
久
し
ぶ
り
に

担
当
課
長
ら
の
揃
う
委
員
会
と
な
っ
た
。

【
質
問
項
目
】

⑴
学
校
教
育
課
①
コ
ロ
ナ
等
感
染
症
に
つ

い
て
の
学
校
教
育
は
。
②
親
が
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
発
熱
し
た
場
合
の
子
ど
も
の
学
校

出
欠
は
。
③
濃
厚
接
触
や
感
染
等
に
よ
る

学
校
欠
席
の
扱
い
は
。
④
待
機
部
屋
稼
働

状
況
。
⑤
不
登
校
児
童
や
病
弱
児
童
へ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
対
応
は
。
⑥
修
学
旅
行
、

自
然
教
育
、
部
活
動
へ
の
対
応
。
⑦
９
月

か
ら
の
状
況
と
、
差
別
的
な
こ
と
は
な
い

か
。
⑧
休
校
時
の
保
護
者
支
援
助
成
金
の

周
知
は
。
⑨
そ
の
他
、
学
校
の
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
の
配
備
状
況
の
取
り
組
み
。

⑵
福
祉
保
健
課
①
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

バ
ラ
ツ
キ
に
つ
い
て
。

【
主
な
回
答
】

⑴
学
校
教
育
課
①
予
防
接
種
等
は
学
校
教

育
の
中
で
教
え
ら
れ
て
い
る
。
②
機
械
的

な
判
断
は
し
て
い
な
い
。
③
出
欠
は
保
健

所
の
指
示
に
よ
り
、
欠
席
扱
い
は
し
て
い

な
い
。
④
利
用
は
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

⑤
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
を
希
望
に
よ

り
行
な
っ
て
い
る
。
⑥
リ
ス
ク
を
小
さ
く

し
て
対
応
。
⑦
８
月
、
２
名
の
発
症
が

あ
っ
た
が
、
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
。

今
後
は
学
校
の
公
表
も
あ
り
得
る
こ
と
か

ら
、
差
別
・
い
じ
め
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
一
層
注
意
し
た
い
。
⑧
状
況
に
よ
っ
て

検
討
。
⑨
以
前
よ
り
保
健
室
に
置
い
て
あ

る
。
保
健
の
先
生
に
相
談
で
き
る
環
境
こ

そ
が
大
事
。

⑵
福
祉
保
健
課
①
町
は
申
請
受
付
。
県
の

審
査
判
定
会
で
判
断
す
る
。

【
そ
の
他
】

　
議
会
だ
よ
り
特
集
テ
ー
マ
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
学
習
会
に
つ
い
て
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
現
況
等
に
つ
い
て

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　
　
　
委
員
長
　
金
元
　
直
栄

陳
情
第
１
号
は
採
択
、請
願
第
１
号
は
不
採
択

教育民生常任委員会
事務事業評価検証より

教育コンピュータ整備事業

令和２年

令和３年

小学校 中学校

6,583万円
（国・県支出分3,823万円）
・児童2/3分 ipad638台整備
・GIGAスクールサポーター
その他、通信料・保守料・
ソフト使用料・教員用PC
リース料、wifi整備料等含む。

5,746万円
・児童2/3分 ipad425台整備
・GIGAスクールサポーター
その他、通信料・保守料・
ソフト使用料・教員用PC
リース料、wifi整備料等含む。

3,477万円
（国・県支出分2,026万円）
・生徒2/3分 ipad339台整備
・GIGAスクールサポーター
その他、通信料・保守料・
ソフト使用料・教員用PC
リース料、wifi整備料等含む。

3,051万円
・生徒2/3分 ipad147台整備
・GIGAスクールサポーター
その他、通信料・保守料・
ソフト使用料・教員用PC
リース料、wifi整備料等含む。

・Ｒ元年度～中学校２・３年、小学校５
　・６年生＋教員に配備。小学校は学校
　により３～４年に配備していたところ
　もある。
・GIGAスクールサポーター運営委員会
　によりICT研究会を企画・運営。
・タブレット活用支援員が各校に調査訪問
　支援。困り感のある学校を重点的に支援。

・５月27日に残り３分の１を全員配備。
・研究会→Eまなびの会として継続。
　（学校教育課２人、各学校から１人、
　　詳しい教員、タブレット活用支援員
　　にて構成される）
・コロナで集まれないときはオンライン
　にて運営委員会・研修会開催。校長会
　もオンラインで回数を増やしている。

次回は指導主事訪問による授業公開に合わせ、中学校視察を予定しております。

・学童支援制度を活用し、wifi環境ない家庭への整備は考えられないか。
・コロナ休校になると児童クラブに行くことになるので、児童クラブにwifi整備してはどうか。
・健康上の課題：斜視、ストレートネック、姿勢、腱鞘炎などの問題を保健体育の授業で教えては。
・環境格差の埋め方、配慮できないか。→グループで教えあうような体制はとられている。
・ＰＣや社会で汎用性の高いＯＳに対応できるような教育も視野に入れて。

議会からの意見議会からの意見

視察して気づいたこと視察して気づいたこと
・ネットの活用や、表現することをタブ
　レット活用に上手に取り入れている。
・子どもたちがお互いに操作を教えあっ
　ている。
・子どもたちの操作が速い。
・小６でパワーポイントによるプレゼン
　テーション授業などレベルが高い。

（１）ハード面：ＬＴＥで３ＧＢ制限。
ソフトのアップデートで容量がかかると
きは教務用wifi使用。手間がかかる。Ｌ
ＴＥの契約の切れる５年後に再検討。
（２）活用面：オンライン授業のための
持ち帰り。wifiのない家庭37件、wifi制
限のある家庭100件以上。

・休校を想定し、オンライン
　授業のシュミレーションを
　校内で行っている。
・不登校児童などオンライン
　授業に活用。

特集

課題課題

コロナ下での活用はコロナ下での活用は

どんなふうに使ってるの？どんなふうに使ってるの？
●各授業：今年から教科書についているＱＲコードの活用。
　理科：雲の研究で画像を撮る
　社会：選挙や国会をインターネットで検索
　算数：解き方の共有化
　道徳：リテラシー教育
●中学校はoffice365でエクセル・ワードを活用。
●ＮＨＫforスクールの視聴。
●teams・formsを活用し遠隔会議などの訓練を行い、
　コミュニケーションを深める。
●特別支援：「デイジー教科書」アプリが学習支援効果あり。
●今後はインターネット教材の活用を検討中。



9

一般質問

8

一般質問

興
計
画
」
に
掲
げ
た
、
10

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
指
針

と
な
る
施
策
を
実
現
す
る

た
め
再
出
馬
に
つ
い
て
、

町
長
の
思
い
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
７

年
半
町
政
発
展
の
た
め
、

そ
し
て
町
民
の
幸
せ
、
生

命
、
財
産
を
守
る
た
め
全

力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
、
地
方
、
本
町
を
取
り

巻
く
環
境
は
物
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
で
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
社
会
、

福
祉
、
子
育
て
支
援
、
教

育
環
境
、
地
域
連
携
、
企

業
誘
致
、
持
続
可
能
な
社

会
、
共
生
社
会
、
農
業
、

商
業
、
工
業
、
観
光
、
地

方
創
生
、
土
地
利
用
、
企

業
誘
致
、
老
朽
化
す
る
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
、
デ
ジ
タ

問　
町
長
は
理
事
者
と
議

会
と
の
二
元
代
表
制
や
議

会
基
本
条
例
に
つ
い
て
、

実
務
で
経
験
を
生
か
し
議

会
に
は
、
予
算
や
各
事
業

の
詳
細
説
明
を
丁
寧
に
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
町
の

政
策
を
通
し
て
、
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
「
強
い
永
平
寺

町
」
を
創
り
上
げ
、
新
し

い
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
、
住
ん
で
い
て
安
全

で
安
心
な
永
平
寺
町
で
あ

る
と
多
く
の
町
民
が
評
価

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
令
和
５
年
４

月
１
日
に
開
設
予
定
の
松

岡
小
学
校
区
３
園
（
東
・

な
か
よ
し
・
新
設
私
立
幼

児
園
）
や
、
小
・
中
学

校
の
再
編
、「
第
２
期
ま

ち
・
ひ
と
創
生
総
合
戦

略
」
、「
第
二
次
総
合
振

ル
化
、
環
境
問
題
、
防

災
・
防
犯
対
策
、
そ
し
て

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
コ
ロ

ナ
対
策
と
、
現
在
多
く
の

事
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
道
半
ば
、
志
半
ば

の
も
の
も
多
く
あ
る
。
引

き
続
き
３
期
目
も
し
っ
か

り
と
町
政
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
き
、
町
民
の
た
め
、

一
生
懸
命
働
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

永平寺町役場

一般質問一般質問

９月
定例会
９月
定例会

伊藤　博夫 … ８Ｐ 朝井征一郎 … ９Ｐ 長岡千惠子 … ９Ｐ

川崎　直文 … 10Ｐ 江守　　勲 … 10Ｐ 酒井　秀和 … 11Ｐ

齋藤　則男 … 11Ｐ 松川　正樹 … 12Ｐ 上田　　誠 … 12Ｐ

滝波登喜男 … 13Ｐ 金元　直栄 … 13Ｐ 酒井　和美 … 14Ｐ

１2名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

一
般
質
問

　目
次

問

永
平
寺
町
長
選
再
出
馬
に
つ
い
て

答

３
期
目
も
し
っ
か
り
と
町
政
を
担
う

伊 藤  博 夫 議員

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

災
害
避
難
時
の
要

支
援
者
登
録
。
そ
の
活

用
は
。

答　

要
支
援
者
の
ス
ム

ー
ズ
な
避
難
と
福
祉
避

難
所
利
用
者
の
名
簿
作

成
。

問　

将
来
を
踏
ま
え
て

お
舘
の
椿
の
存
続
は
。

答　

苗
木
２
本
が
古
木

の
根
か
ら
出
た
と
の
確

認
が
取
れ
れ
ば
分
離
し

て
別
の
場
所
で
育
て

る
。
将
来
に
繋
げ
る
。

問　
若
い
世
代
の
移
住
・

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

結
婚
に
伴
い
移
住
し
て
き

た
世
帯
に
、
新
居
の
家
賃

や
引
っ
越
し
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
で
新
婚
世
帯
の

支
援
充
実
を
。
町
の
人
口

減
少
を
食
い
止
め
、
増
や

す
と
と
も
に
検
討
し
な
い

と
減
少
す
る
。
町
で
は
、

新
婚
生
活
を
応
援
す
る
事

業
、
移
住
者
に
ど
の
よ
う

な
支
援
、
補
助
を
。

総
合
政
策
課
長　

町
で
今

実
施
し
て
い
る
移
住
、
定

住
の
支
援
事
業
と
し
て
の

支
援
、
補
助
は
、
夫
婦
と

も
に
39
歳
以
下
で
、
所
得

の
合
計
が
４
０
０
万
円
未

満
世
帯
の
引
っ
越
し
費
用

な
ど
を
支
援
す
る
、
町
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助

金
。

　

３
年
以
上
連
続
し
て
福

井
県
内
に
移
住
し
て
い
る

方
が
新
規
雇
用
、
要
は
就

業
に
伴
い
移
住
し
て
く
る

こ
と
を
条
件
に
50
万
円
を

支
援
す
る
、
町
移
住
就
業

等
支
援
金
。
ま
た
、
新
規

に
住
宅
を
取
得
し
、
転
入

し
て
く
る
方
に
住
宅
支
援

金
、
子
育
て
支
援
金
と
し

て
補
助
す
る
住
ま
い
る
定

住
応
援
事
業
助
成
金
を
実

施
。

問　
宅
地
造
成
し
て
町

が
住
宅
を
建
て
て
新
婚
さ

ん
に
10
年
間
家
を
賃
貸
し

し
て
、
そ
の
後
、
売
買
す

る
か
、
継
続
し
て
賃
貸
し

す
る
か
。
人
口
増
に
も
な

り
、
税
の
収
入
に
も
な
る

検
討
し
て
は
。

町
長　

こ
の
人
口
減
少
社

会
の
中
で
、
ど
う
い
っ
た

対
策
を
し
て
い
く
こ
と

が
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思

う
。
町
で
は
社
会
増
減
の

中
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
っ

て
、
結
果
と
し
て
出
る
こ

と
で
、
情
報
発
信
で
あ
っ

た
り
、
こ
う
言
っ
た
補
助

な
ど
、
ま
た
、
い
ろ
ん
な

施
策
と
ど
う
結
び
付
け
る

こ
と
が
大
切
で
、
ご
提
案

い
た
だ
い
た
こ
と
も
し
っ

か
り
と
、
検
討
材
料
に
さ

せ
て
頂
き
、
研
究
を
し
て

き
た
い
と
思
う
。

問　
小
学
校
の
一
ク
ラ
ス

の
児
童
数
は
35
人
、
中
学

校
は
32
人
。
こ
の
人
数
の

解
釈
は
。

教
育
長　

学
級
編
成
お
よ

び
教
職
員
定
数
の
標
準
に

関
す
る
法
律
で
規
定
。

問　
一
ク
ラ
ス
35
人
の
児

童
や
32
人
の
生
徒
が
密
集

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
何
ら
か
の
緩
和
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

教
育
長　

人
数
の
基
準
は

厳
守
。
そ
の
中
で
感
染
防

止
対
策
が
重
要
。

問　
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

拡
大
し
て
休
校
に
な
っ
た

場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
準
備
し
て
い
る
と
い
う

報
道
を
聞
い
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
は
中
学
生
に
な

る
と
可
能
と
考
え
る
が
小

学
校
の
低
学
年
で
は
難
し

い
。
高
学
年
は
学
年
閉
鎖

で
オ
ン
ラ
イ
ン
。
低
学
年

は
学
年
閉
鎖
の
高
学
年
の

教
室
を
利
用
し
て
一
ク
ラ

ス
の
人
数
を
少
な
く
し
て

対
面
授
業
を
す
る
こ
と
が

可
能
で
は
。

教
育
長　

学
級
や
学
年
閉

鎖
の
場
合
、
低
学
年
の
分

割
授
業
は
可
能
。

問　
学
校
の
あ
り
方
検
討

会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
一

ク
ラ
ス
の
望
ま
し
い
人
数

は
20
人
と
の
回
答
者
が
多

数
。
一
ク
ラ
ス
20
人
を
構

築
し
て
は
ど
う
か
。
新
設

の
子
ど
も
園
に
つ
い
て
も

一
ク
ラ
ス
の
園
児
数
は
20

人
に
見
直
す
べ
き
で
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

各
保

育
室
は
基
準
よ
り
や
や
広

め
に
設
計
。
感
染
リ
ス
ク

を
抑
え
る
対
策
を
し
て
い

く
。

教
育
長　

県
は
認
め
ら
れ

な
い
と
の
回
答
。

提
案　
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
意
欲
的
な

方
針
を
示
さ
れ
て
い
る
知

事
で
す
か
ら
ご
理
解
い
た

だ
け
る
の
で
は
。

上志比地区宅地分譲

長岡千惠子議員

問答

コ
ロ
ナ
禍
で
一
ク
ラ
ス
の
人
員
緩
和
を

高
学
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、

　
　
　
　
　
　

 

低
学
年
は
対
面
分
割

問

結
婚
生
活
の
支
援
、
充
実
を

答

朝井征一郎議員

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
等
活
用
し
て
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一般質問 一般質問

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

永
平
寺
町
四
季
の

森
複
合
施
設
の
利
用
状

況
、
利
活
用
促
進
は
。

答　

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ

ス
へ
予
定
よ
り
遅
れ
10

月
頃
か
ら
企
業
が
入

室
。
施
設
利
用
料
は
目

標
の
２
６
１
万
２
千
円

／
年
は
下
回
る
。

　

全
国
に
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
を
手
が
け

る
「
株
式
会
社
い
い
オ

フ
ィ
ス
」
と
の
連
携
。

町
内
学
生
の
利
用
、
企

業
研
修
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
の
利
用
。

問　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
永

平
寺
町
生
活
実
感
調
査
」

報
告
書
の
５
つ
の
政
策
提

言
（
①
包
括
的
な
孤
独
・

孤
立
対
策
の
実
施
②
文

化
・
芸
術
分
野
と
創
造
性

支
援
の
重
点
化
③
寛
容
性

（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
の
視

点
強
化
④
施
策
認
知
度
向

上
の
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
活

用
戦
略
⑤
生
活
実
感
調
査

の
継
続
実
施
及
び
政
策
反

映 

）
の
実
行
は
。

生
涯
学
習
課
長　

ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
も
含
め
公
民
館

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

地
域
活
動
な
ど
滞
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
再

開
。
新
た
な
文
化
・
芸
術

に
触
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
展
示
会
を
開
催
。

　

男
女
共
同
参
画
計
画

は
、
寛
容
性
の
視
点
で
、

多
様
な
人
が
認
め
合
っ
て

活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指

し
策
定
す
る
。

総
合
政
策
課
長　

提
言
の

デ
ジ
タ
ル
機
器
活
用
講
座

は
、
高
齢
者
中
心
に
ス
マ

ホ
活
用
講
座
を
引
き
続
き

開
催
す
る
。

総
務
課
長　

県
立
大
学
の

永
平
寺
町
学
で
、
学
生
の

「
町
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

よ
る
地
域
資
源
の
見
え
る

化
、
発
掘
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
学
生
が
継
続
的
に

地
域
と
関
わ
り
新
た
な
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
に
発

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

問　
町
民
福
祉
の
向
上
、

安
全
安
心
を
充
実
す
る
た

め
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め

て
き
た
。
財
政
面
で
も
地

方
債
残
高
の
抑
制
や
、
財

政
調
整
基
金
の
積
み
増
し

を
さ
れ
た
事
は
大
き
な
評

価
。
今
後
の
考
え
は
。

町
長　

住
民
の
皆
様
の
幸

せ
、
安
全
安
心
と
町
の
発

展
を
大
前
提
と
し
、
未
来

を
見
据
え
た
予
算
執
行
に

努
め
て
い
る
。

問　
町
立
診
療
所
開
設
、

近
助
タ
ク
シ
ー
実
用
化
、

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
整

備
な
ど
、
更
な
る
福
祉
向

上
へ
の
考
え
は
。

町
長　

永
平
寺
町
ら
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、
町
立

診
療
所
、
近
助
タ
ク
シ
ー

な
ど
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

を
色
々
な
形
で
展
開
し
、

住
民
の
声
を
聞
き
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
る
事
が
大

事
。
引
き
続
き
福
祉
に
も

し
っ
か
り
取
り
組
む
。

問　
平
成
27
年
度
は
転
出

超
過
約
１
０
０
人
、
令
和

２
年
度
で
５
人
増
。
今
後

の
、
移
住
・
定
住
へ
の
取

り
組
み
は
。

町
長　

今
後
は
交
流
人
口

を
増
や
し
、
色
々
な
形
で

永
平
寺
町
に
人
が
集
ま

り
、
新
た
な
経
済
発
展
が

生
ま
れ
、
生
活
が
生
ま
れ

る
な
ど
好
循
環
に
繋
げ
、

情
報
発
信
を
行
い
人
口
増

に
取
り
組
む
。

問　
コ
ロ
ナ
対
策
の
素

早
い
対
応
を
さ
れ
て
い
る

が
、
先
が
見
通
せ
な
い
現

状
で
あ
る
。
今
後
の
対
応

は
。

町
長　

住
民
や
団
体
の
皆

さ
ん
の
声
を
聞
き
、
色
々

な
ア
イ
デ
ア
や
提
案
を
も

ら
い
、
即
実
行
で
き
た
。

町
全
体
で
取
り
組
ん
だ
一

つ
の
大
き
な
結
果
と
考
え

る
。

問　
企
業
誘
致
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

町
長　

町
の
発
展
に
は
企

業
誘
致
は
大
き
な
武
器
と

な
る
。
町
で
１
つ
の
都
市

計
画
作
り
に
向
け
、
県

か
ら
専
門
職
員
を
派
遣
し

て
も
ら
い
取
り
組
ん
で
い

る
。【

そ
の
他
の
質
問
】

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答　

８
月
末
現
在
、

２
，
２
０
２
万
６
千

円
。

川 崎  直 文 議員

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

　
　
　
　
　
　
　
　政
策
提
言
の
実
行

答

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
も
含
め

　
　
　
　
　

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
再
開

「新型コロナウイルス感染症に関する
永平寺町生活実感調査」

報告書 
    　　

2021年6月　
福井県立大学地域経済研究所

問

町
長
２
期
目
の
取
り
組
み
状
況
は

答

未
来
を
見
据
え
た
予
算
執
行
に
努
め
て
い
る

江 守 　  勲 議員永平寺町の健全な財政状況

問　
２
０
２
１
年
６
月
に

福
井
県
立
大
学
地
域
経
済

研
究
所
よ
り
５
つ
の
政
策

提
言
を
含
む
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
永
平
寺
町
生
活
実
感

調
査
」
報
告
書
が
提
出
さ

れ
た
。
こ
の
中
で
以
前
よ

り
指
摘
し
て
い
た
施
策
認

知
度
向
上
の
た
め
の
メ
デ

ィ
ア
活
用
戦
略
に
注
力
し

た
。
実
は
永
平
寺
町
行
政

の
広
報
活
動
に
つ
い
て
は

県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

と
言
え
る
ほ
ど
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
中
々
住
民
に

認
知
さ
れ
な
い
と
い
う
の

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
報
告
書
で
も
コ
ロ

ナ
対
策
に
関
す
る
12
事
業

の
う
ち
２
つ
の
事
業
の
認

知
度
が
64
％
を
超
え
て
い

る
が
、
そ
の
他
10
事
業
に

つ
い
て
は
当
事
者
以
外
に

認
知
さ
れ
な
か
っ
た
と
い

う
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ

の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
住

民
に
と
っ
て
有
益
な
施
策

を
認
知
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
ど
う
改
善
し
て
い
く

か
。
今
後
の
対
策
は
。

総
合
政
策
課
長　

こ
れ
ま

で
以
上
に
幅
広
く
周
知
で

き
る
よ
う
職
員
一
人
ひ
と

り
が
発
信
者
と
な
る
。

問　
各
地
区
区
長
会
資
料

の
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
８
事
業
の
詳
細

は
。

総
合
政
策
課
長　

①
一
般

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事

業
③
地
域
防
災
組
織

育
成
助
成
事
業
④
青

少
年
健
全
育
成
助
成

事
業
⑤
共
生
の
地
域

づ
く
り
助
成
事
業
⑥

活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
助
成
事
業
⑦
地
域

の
芸
術
環
境
づ
く
り
助
成

事
業
⑧
地
域
国
際
化
推
進

助
成
事
業
。
①
、
②
、
③

は
町
内
で
も
実
績
が
あ
り

活
用
さ
れ
て
い
る

問　
超
高
齢
社
会
時
代

に
合
っ
た
補
助
制
度
へ
の

見
直
し
を
検
討
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長　

社
会
情
勢
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
公
益

性
・
透
明
性
を
確
保
し
な

が
ら
適
性
な
運
用
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問　
町
内
の
70
歳
以
上
の

高
齢
化
率
等
に
つ
い
て
。

福
祉
保
健
課
長　

70
歳
以

上
の
高
齢
化
率
は
、
町
全

体
で
24
・
４
％
。
独
居
世

帯
は
、
10
・
８
％
、
老
々

世
帯
は
、
7.3
％
。

問　
老
人
問
題
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
展
望
や
考
え

を
持
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
効
果
的
な
運
用
を
図

っ
て
進
め
て
い
る
。
支
え

る
側
、
支
え
ら
れ
る
側
、

対
極
で
は
対
立
も
生
ま
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
共

に
生
き
て
い
こ
う
と
考
え

進
め
て
い
き
た
い
。

町
長　

高
齢
化
社
会
の

中
、
皆
が
元
気
に
生
き

生
き
と
生
活
で
き
、
支
え

合
う
仕
組
み
。
ま
た
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
頼
れ
る

と
こ
ろ
、
介
護
で
あ
っ
た

り
。
い
ろ
い
ろ
な
柱
で
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

◆
学
校
事
故
の
補
償
制
度

　

は
問　
災
害
給
付
制
度
の
詳

細
は
。

教
育
長　

学
校
管
理
下
で

児
童
生
徒
が
け
が
を
し
た

場
合
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給

付
制
度
。
こ
の
学
校
管
理

下
と
い
う
の
が
非
常
に
問

題
に
な
る
。
敷
地
内
で
の

学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
活

動
、
登
下
校
、
校
外
で
の

学
校
行
事
。
校
外
学
習
や

行
事
も
対
象
に
な
る
。

問　
過
去
３
年
に
さ
か
の

ぼ
り
、
各
年
度
ご
と
の
発

生
件
数
は
。
ま
た
大
き
な

事
故
は
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
長　

Ｈ
30
年
１
５
７

件
、
Ｒ
元
年
１
４
１
件
、

Ｒ
２
年
81
件
。
Ｒ
２
年
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
り
、

活
動
制
限
が
行
わ
れ
、
ま

た
休
校
も
あ
っ
た
関
係
で

件
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
大
き
な
事
故
の
報
告

は
な
い
。

問　
学
校
の
環
境
浄
化
な

ど
教
育
条
件
の
問
題
に
つ

い
て
も
併
せ
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
ど
の
様

な
見
解
を
お
持
ち
か
。

町
長　

教
育
委
員
会
、
現

場
、
個
々
の
連
携
を
密
に

取
り
な
が
ら
、
子
ど
も
達

の
快
適
な
環
境
に
し
っ
か

り
取
り
組
む
。

問

施
策
認
知
度
向
上
へ
の
取
り
組
み
は

答

職
員
一
人
ひ
と
り
が
発
信
者
と
な
る

酒 井  秀 和 議員

齋 藤  則 男 議員

問答

老
人
の
孤
独
感
、疎
外
感
を
解
消
す
る
に
は

い
ろ
ん
な
角
度
で
対
応
を
し
て
い
き
た
い

新型コロナウイルス感染症に関する
生活実感調査補助制度の
認知度を示したグラフ

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

公営企業における
資金不足比率

－（赤字になっていない）

－（赤字になっていない）

７．７

１．４

－（資金不足となっていない）

早期健全化基準 財政再生基準

（赤字）１４．３３

（赤字）１９．３３

２５．０

３５０．０

（赤字）２０．００

（赤字）３０．００

３５．０

（赤字）２０．００

令和２年度 健全化判断指標の状況

永平寺町（令和２年度決算）

四季の森複合施設
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一般質問 一般質問

【
そ
の
他
の
質
問
５
点
】

学
校
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
考

察
に
関
し
て

問　

保
護
者
の
求
め
る

学
校
の
適
正
規
模
の
理

由
を
吟
味
す
る
。

答　

議
会
代
表
の
委
員

を
通
し
て
質
問
を
。

問　

地
域
住
民
の
観
点

か
ら
気
づ
か
さ
れ
た
こ

と
。

答　

今
後
も
あ
り
方
委

員
会
に
様
々
な
提
案

を
。

問　

教
員
の
悉
皆
調
査

は
意
義
深
い
。

答　

皆
さ
ん
の
議
論
も

交
え
て
い
い
も
の
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

＆
レ
ジ
デ
ン
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
功
の
た
め

に
。

答　

町
内
外
県
外
海
外

に
発
信
し
て
い
き
た

い
。

問　

残
さ
れ
た
ラ
ッ
キ

ー
の
再
活
用
を
。

答　

民
間
な
の
で
回
答

は
難
し
い
。

問　
西
幼
児
園
は
令
和

５
年
の
３
月
を
も
っ
て

63
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

る
が
、
閉
園
後
の
計
画
は

あ
る
の
か
。
早
く
か
ら
住

民
の
問
い
合
わ
せ
や
提
案

が
相
次
い
で
い
る
。
あ
る

方
は
「
椿
公
園
が
断
然
良

い
」
と
熱
烈
に
お
っ
し
ゃ

る
。
本
家
の
「
お
館
椿
」

を
守
り
な
が
ら
、
よ
り
立

地
条
件
の
良
い
西
幼
児
園

で
、
も
っ
と
椿
を
咲
き
誇

ら
せ
、
分
家
を
大
き
く
育

て
る
作
戦
だ
。

　

ま
た
先
日
、
自
主
防
災

会
会
長
ら
と
私
ど
も
議
会

が
意
見
交
換
会
を
開
い
た

が
、
清
流
地
区
の
方
々

は
九
頭
竜
川
氾
濫
を
想
定

す
れ
ば
、
高
台
に
逃
げ
ろ

と
な
る
と
松
岡
公
園
し
か

な
い
と
言
わ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
で
は
遠
す
ぎ
る

し
、
屋
根
の
あ
る
建
物
も

な
い
。
西
幼
児
園
を
多
少

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
避

難
場
所
と
し
て
そ
の
ま
ま

残
し
生
か
す
。
歴
史
の
発

信
と
防
災
の
一
石
二
鳥
で

あ
る
。

町
長　

公
園
の
少
な
い
町

な
の
で
、
公
園
と
し
て
整

備
し
て
い
き
た
い
。
建
物

は
ど
れ
位
使
え
る
か
も
考

え
ね
ば
。
防
災
公
園
と
い

う
位
置
付
け
で
野
外
に
も

様
々
な
機
能
を
持
た
せ
た

い
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
町
民
の

生
活
実
感
調
査
を
実
施
し

た
。
結
果
か
ら
経
済
支
援

は
下
支
え
と
し
て
必
要
。

今
後
は
心
理
・
精
神
的
ケ

ア
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
盛
り
込
み
、
幸
福
感
あ

る
施
策
が
必
要
。
今
後
町

方
針
の
柱
の
一
つ
に
し
て

は
。

町
長　

生
活
支
援
、
経
済

支
援
は
引
き
続
き
対
応
。

孤
立
・
孤
独
対
策
や
人
と

の
つ
な
が
り
な
ど
参
加
の

仕
組
み
な
ど
を
町
民
に
し

っ
か
り
発
信
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

問　
今
後
は
地
域
の
連

帯
、
共
生
社
会
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、
文
化
芸

術
、
創
造
・
寛
容
性
の
強

化
策
が
必
要
。

生
涯
学
習
課
長　

地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
公
民
館
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
芸

術
、
寛
容
性
強
化
を
含
む

共
生
社
会
づ
く
り
を
進
め

る
。

◆
高
齢
者
福
祉
計
画
の
更

　

な
る
推
進
充
実
を

問　
計
画
策
定
の
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
、
要
介
護
へ
の

進
行
防
止
、
健
康
寿
命
の

延
伸
、
さ
ら
に
は
支
え
合

い
の
共
生
社
会
や
、
地
域

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
環

境
づ
く
り
の
必
要
性
が
示

さ
れ
た
が
。

福
祉
保
健
課
長　

要
介
護

の
原
因
は
衰
弱
や
転
倒
で

あ
り
、
高
齢
者
の
介
護
予

防
と
保
険
事
業
を
個
々
の

医
療
情
報
も
加
味
し
一
体

的
に
実
施
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
認
知
向
上

と
在
宅
支
援
を
進
め
る
。

◆
学
校
２
学
期
・
コ
ロ
ナ

　

対
策
の
再
確
認

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
再

開
と
な
り
、
感
染
対
策
と

し
て
ま
ず
家
庭
へ
持
ち
込

ま
な
い
。
そ
し
て
家
庭
と

学
校
間
、
学
校
内
ク
ラ
ス

タ
ー
と
、
対
策
の
再
確
認

は
。

教
育
長　

感
染
経
路
断
と

し
て
、
家
族
の
感
染
し
な

い
行
動
。
学
校
へ
持
ち
込

ま
な
い
。
学
校
で
の
基
本

予
防
対
策
。
学
校
行
事
の

無
観
客
な
ど
、
県
指
針
に

基
づ
い
て
対
応
す
る
。

松 川  正 樹 議員

問

西
幼
児
園
の
再
利
活
用
は

答

多
機
能
な
防
災
公
園
を

上  田   誠 議員

問答

生
活
実
感
調
査
を
基
に
支
援
対
策
を

生
活・経
済
＋
人
つ
な
が
り
支
援
す
る

令和５年３月末日をもって閉園の西幼児園

生活実感調査報告書

問　
感
染
リ
ス
ク
の
高
い

給
食
で
は
默
食
は
当
た
り

前
。
分
散
給
食
や
時
間
差

給
食
、
午
前
と
午
後
に
分

散
登
校
し
て
給
食
時
間
を

無
く
す
学
校
も
あ
る
。
ま

た
、
県
は
部
活
動
の
制
限

も
指
摘
し
て
い
る
が
、
本

町
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

給
食
時
間
を
二

つ
に
分
け
る
の
は
校
時
表

を
全
て
変
え
る
必
要
が
あ

り
、
時
差
登
校
も
学
校
運

営
上
非
常
に
無
理
。
状
況

は
ま
だ
そ
こ
ま
で
で
は
な

い
。
部
活
動
は
緊
急
事
態

宣
言
下
で
は
し
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
新
人

戦
が
10
月
に
あ
る
の
で
、

感
染
防
止
に
十
分
配
慮
の

上
再
開
し
て
い
る
。

◆
幼
児
園
の
洪
水
対
策
は

　

急
務

問　
こ
の
夏
日
本
列
島
を

襲
っ
た
長
雨
は
、
最
大
１

時
間
に
80
ミ
リ
も
降
り
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
こ
れ
は
決
し
て
対
岸

の
火
事
で
は
な
い
。
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
新
民

間
園
建
設
予
定
地
は
浸
水

域
に
あ
り
、
存
続
す
る
東

幼
児
園
は
河
岸
浸
食
域
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

新
園
予
定
地
に
盛
土
を
、

東
園
に
は
九
頭
竜
川
に
堤

防
建
設
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
子
ど
も
の
安
心
・
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
。

子
育
て
支
援
課
長　

民
間

園
は
、
日
頃
か
ら
の
避
難

訓
練
や
情
報
発
信
な
ど
複

数
の
災
害
対
策
を
行
い
、

町
も
し
っ
か
り
連
携
し
て

園
児
を
守
る
。
盛
土
に
つ

い
て
は
計
画
し
て
い
な

い
。

建
設
課
長　

東
園
の
堤
防

は
全
く
な
い
の
で
は
な

く
、
低
い
も
の
が
あ
る
。

議
会
の
指
摘
も
あ
り
国
交

省
に
要
望
し
て
い
る
が
、

何
の
返
事
も
な
い
。
先
が

長
い
と
思
わ
れ
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
米
が

暴
落
し
て
い
る
が
、
国
は

全
く
の
無
策
で
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
県
Ｊ
Ａ
の
前

渡
金
は
、
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン

等
で
、
一
俵
９
０
０
０
円

と
生
産
原
価
を
大
き
く
下

回
っ
た
額
が
示
さ
れ
て
い

る
。
生
産
者
か
ら
は
、
今

後
の
営
農
へ
の
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
が
、
町
独
自

の
支
援
策
を
す
べ
き
だ
。

農
林
課
長　

米
価
の
下
落

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
も
よ
る
が
、
長
年
の
米

離
れ
も
影
響
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
の
在
庫
も
増

大
中
で
下
落
は
避
け
ら
れ

な
い
。
今
回
は
国
の
緊
急

対
策
も
取
ら
れ
て
い
な
い

が
、
農
業
経
営
収
入
保
険

事
業
の
掛
金
に
対
す
る
助

成
は
考
え
て
い
る
。

◆
コ
ロ
ナ
災
害
へ
の
町
の

　

立
場

問　
先
日
、
県
内
で
も

コ
ロ
ナ
感
染
爆
発
寸
前
と

の
報
道
が
あ
っ
た
。
国
は

中
等
症
以
下
は
医
師
の
判

断
以
外
、
自
宅
療
養
と
し

た
。
福
井
県
は
別
と
言
い

切
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
れ
ら
へ
の
町
の
対
応
計

画
は
あ
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

陽
性
が

確
認
さ
れ
れ
ば
、
保
健
所

が
対
応
に
あ
た
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
濃
厚
接
触

者
も
、
近
所
や
友
人
を
頼

り
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
の

宅
配
活
用
と
、
体
制
は
十

分
整
っ
て
い
る
。
町
と
し

て
も
体
制
は
取
れ
る
と
思

う
。

◆
議
会
会
議
へ
の
理
事
者

　

の
出
席
、
２
週
間
前
ル

　

ー
ル
と
は

問　
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

ま
つ
わ
る
差
別
や
、
障
害

者
児
童
手
当
支
給
に
地
域

差
…
な
ど
の
報
道
が
あ
る

が
、
本
町
で
の
対
応
を
質

問
し
よ
う
に
も
、
常
任
委

員
会
に
は
２
週
間
前
に
質

問
を
準
備
し
、
出
席
要
請

し
な
い
と
、
こ
の
間
、
理

事
者
の
出
席
は
な
い
。
異

常
な
事
態
だ
。

町
長　

２
週
間
前
と
な
っ

た
の
は
、
一
方
的
な
行
政

か
ら
の
話
で
は
な
く
、
議

会
と
協
議
の
上
で
の
こ

と
。
急
な
要
請
で
は
職
員

の
残
業
な
ど
、
し
わ
寄
せ

に
も
な
る
こ
と
か
ら
だ
。

滝波登喜男議員

問

学
校
再
開
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
万
全
か

答

状
況
を
見
て
判
断

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
社
会

を
実
現
し
よ
う
」
と
い

う
理
念
の
基
、官
民
協

働
で
行
う
こ
と
が
重
要

で
は
。

答　

総
合
戦
略
の
中
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
繋

げ
て
計
画
し
た
。
意
識

し
て
取
り
組
む
。

金 元  直 栄 議員

問

米
価
の
暴
落
、
町
の
支
援
策
は

答

県
や
県
内
自
治
体
を
注
視
し
て
い
く

マスクをして通学する小学生
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一般質問

問　
前
回
調
査
と
変
わ
っ

た
点
は
。

生
涯
学
習
課
長　

県
立
大

学
塚
本
教
授
か
ら
も
助
言

も
ら
い
、
男
性
の
育
児
休

暇
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
現
状
に
沿
っ
た
設

問
を
盛
込
み
５
０
０
人
対

象
に
実
施
。

問　
基
本
目
標
に
掲
げ
て

き
た
慣
習
の
見
直
し
や
意

識
改
革
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
さ
れ
て
き
た
か
。

生
涯
学
習
課
長　

Ｓ
ｅ
ｅ

ｄ
に
よ
る
情
報
発
信
・
川

柳
募
集
・
学
習
会
・
男
性

向
け
料
理
教
室
。

問　
最
近
は
ミ
ソ
ジ
ニ
ー

（
女
性
蔑
視
）
犯
罪
が
社

会
問
題
化
し
て
い
る
と
ｗ

ｅ
ｂ
上
で
多
く
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
は

家
父
長
制
秩
序
意
識
が
社

会
通
念
に
拡
大
し
形
成
さ

れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
研

究
が
あ
り
、
人
権
意
識
の

徹
底
の
み
で
は
意
識
改
革

に
限
界
が
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
、
家
父
長
制
秩
序
意

識
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
。

生
涯
学
習
課
長　

人
権
尊

重
の
啓
発
活
動
は
必
要
で

あ
り
、
そ
の
結
果
意
識
は

変
化
し
た
。
女
性
が
活
躍

で
き
る
環
境
が
当
た
り
前

に
な
ら
な
い
と
ミ
ソ
ジ
ニ

ー
の
解
決
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

問　
現
在
の
結
婚
観
や

家
庭
観
は
明
治
後
半
か
ら

培
わ
れ
た
こ
と
が
近
年
の

古
文
書
・
戸
籍
研
究
等
に

よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
学
習
機

会
が
必
要
で
は
。

生
涯
学
習
課
長　

学
校
教

育
を
中
心
に
人
権
教
育
を

行
っ
て
き
た
。
現
状
や
歴

史
を
踏
ま
え
る
意
味
で
は

今
度
参
考
に
し
た
い
。

問　
社
会
の
多
様
化
・
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
な

が
ら
生
産
性
を
上
げ
て
い

く
に
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
形
成
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
内
閣
府
経
済
白
書
に

て
示
さ
れ
て
い
る
が
当
町

の
考
え
は
。

町
長　

誰
も
が
尊
重
し
あ

い
、
す
べ
て
の
人
が
活
躍

で
き
る
世
界
基
準
の
社
会

の
実
現
を
計
画
改
定
の
念

頭
に
置
く
。
共
生
社
会
都

市
宣
言
も
考
え
て
い
き
た

い
。

酒 井  和 美 議員

問

今
年
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
改
定
は

答

誰
も
が
尊
重
し
合
え
る
共
生
社
会
の
町
に

ジェンダー・ギャップ指数
2019(WEF)で121位の日本

７
29
ｅ
ー
ラ
イ
ズ

オ
ー
プ
ン
説
明
会

８
30

議
長 

県
町
村
議
会

　
　
議
員
会 

表
彰 ９

21

交
通
安
全
街
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活
動

８
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町
村
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研
修
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オ
ン
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イ
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研
修
）

９
６

タ
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レ
ッ
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講
習

松
岡
小
学
校

議会・各委員会の議員出欠状況議会・各委員会の議員出欠状況 令和３年６月29日～令和３年９月17日
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酒
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正
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日付

議会広報特別委員会 ○ ○ ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ―

県議会広報研修会 ○ ○ ― ― △ ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ―

ITプロジェクト ― ○ ― ― ✕ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ― ―

幼保再編検討特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 傍

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ― ✕ ― ○ ― ○ 傍 ○

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ 傍

ITプロジェクト ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ― ―

定例全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 弔 ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務産業建設常任委員会 ○ ― 監査 ― ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 傍

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ 傍

定例全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 傍

ITプロジェクト ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ― ―

本会議(一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議(一般質問２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議(一般質問３日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会 ○ ○ ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ―

本会議(第一審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ 傍 ○

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議(第三審議採決） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会 ○ ○ ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ―

会　議　名 ○ … 出席　× …欠席　― … 員外  △ … 遅・早　研 … 研修　傍 … 傍聴　弔 … 弔事 

議員名（議席番号順）

出　席　回　数

会　議　回　数

出　　席　　率

毎年4月・10月に開催させて頂いております「議会と語ろう会」ですが、新型コロナウ
イルス感染症再拡大の状況を鑑み、年度内での開催を考えております。ご理解たまわり
ますよう、お願い致します。

議会と語ろう会についてのお知らせ



あなたが撮った写真を
議会だよりの表紙に
しませんか？

写真提供：高村　昭夫さん

あなたが大好きな永平寺町の季節ごとの風景や、誰も知らない素敵な隠れスポットをご紹介頂いて、議会だよ
りの表紙にて永平寺町の魅力を発信してください。（議会だよりは２月・４月・７月・10月の季刊発行です｡）

【発行】永平寺町議会　　【編集】議会広報特別委員会

　
９
月
28
日
の
新
聞
「
上
志
比
中
再

編
至
急
検
討
を
」
と
い
う
見
出
し
。

驚
か
れ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
う
。

教
育
長
か
ら
「
少
子
化
の
中
で
の
学

校
の
あ
り
方
」
の
諮
問
を
受
け
、
５

度
検
討
委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。

答
申
作
成
に
向
け
て
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
、
３
８
１
０
人
の
町

民
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
大
変
興

味
深
い
。
特
に
小
中
学
生
８
０
９

人
、
高
校
生
２
５
４
人
か
ら
の
回
答

は
貴
重
で
大
事
に
し
た
い
。
例
え

ば
、
高
校
生
調
査
で
は
86
％
、
小
中

学
生
は
72
％
が
通
っ
て
い
た
（
い

る
）
小
中
学
校
の
１
学
級
当
た
り
の

児
童
・
生
徒
数
が
ち
ょ
う
ど
良
い
と

答
え
て
い
る
。

　
学
校
の
あ
り
方
は
、
大
人
の
理
論

だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
寄
り

添
っ
た
答
申
と
な
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
地
域
に
と
っ
て
学
校
の
存
続
は

重
要
な
こ
と
な
の
で
、
今
後
議
会
も

情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
滝
波
　
記
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員

　委 

員 

長

　朝

　井

　征
一
郎

　副
委
員
長

　酒

　井

　和

　美

　委

　員

　
　松
川

　正
樹
・
上
田

　
　誠

　
　滝
波
登
喜
男
・
江
守

　
　勲

　
　酒
井

　秀
和

発
行
責
任
者

　議

　長

　
　奥

　野

　正

　司

議会と語ろう会にて、議会の見えにくさについ
て様々なご意見をたまわり、このたび議会放送
の在り方について変更させていただくこととな
りました。

POINT

生中継

再放送
①

再放送
② 夜

12
時

朝
６
時

１日２回同じ内容を放送

※放送日程の詳細は、リモコンの番組表を押してご確認ください。

また今後Youtubeにて議会中継動画を配信予定です。

議会中継
録画予約
しよっと

議会改革レポート議会改革レポート

応募方法：
メールにて「私の永平寺町自慢」の件名にて、ご住所・お名前・お
電話番号、写真を撮った場所を記載し、画像ファイル（jpg、
4000×3000px、７MBまで、縦長）を添付の上、下記議会事務局
のアドレスまでお送りください。12月20日締切
E-mail:gikai@town.eiheiji.fukui.jp
※お名前と撮影場所を掲載させてください。
※人物が写っている場合には掲載の許可を頂いているものをご提供下さい。
※60～67号で応募していただいたお写真を表紙にさせていただく予定です。
　応募多数の場合には、67号裏表紙にて掲載させていただきます。

答える
議会

答える
議会

議会の翌々月１日より
順次放送します。

３月議会→５月１日
６月議会→８月１日
９月議会→11月１日
12月議会→２月１日

第5回定例会の放送は
令和３年11月１日より、
一般質問から順次
放送いたします。
こちらも「みての！」

ここが変わった！
議会テレビ放送！！

POINT


